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聖書に登場するノアと箱船の記述は、人類の歴史を通して最も広く知られている出来事の一つです。 残念なことに、他の聖書の記述同様、それらも単なるおとぎ話と受け
取られがちです。

しかし聖書は、真正な全人類の歴史の本なのです。 この視点に立って、最もよく質問されるノアの箱船と大洪水に関して、権威と自信をもってきちんと答えることができ
るのです。

ノアの箱船の大きさは？

その造りは次のとおりである。すなわち箱船の長さは三百キュビト、幅は五十キュビト、高さは三十キュビトとし、（創世記６章１５ 節）

よく描かれるノアの箱船は、屋形船のような形（例えば、キリンの首が屋根から突き出ている）ですが、聖書に書かれている箱船はこれとは違い、巨大な船でした。 比較
的最近（1800年代後半）まで、ノアの箱船の容量を超える船は造られませんでした。

多くの近代的な海洋船と比較しても、ノアの箱船の大きさは今日でも印象的です。長さ１３７メートル、幅２３メートル、高さ１４メートルです。1 これらの３つの数字
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をかけると、ノアの箱船は約４万４１１０立方メートルという大容量を持つ巨大な船であった事がわかります！

オハイオ州シンシナティ近郊にある創造博物館での驚くほど素晴らしい展示のひとつは、箱船の建造をテーマにしています。

現代のコンテナ船には、高さ ２．４メートル、幅 ２．４メートル、長さ １２．２メートルの同じ形状のコンテナが積載されます。 ノアの箱船にはそのようコンテナ
を５００以上も積むことができた可能性があります。

ノアの箱船の幅・長さ・高さは、現代の貨物船と同じ比率です。

ノアはどのようにしてすべての動物を箱船に乗せることができたのでしょう？

「ノアの箱船：実現可能性の研究」の著者John Woodmorappe（ジョンウッドモラッペ）は、神が創造された種類を保存するのに必要な動物の数は、最大で
も16,000種類であると述べています。

またすべての生き物、すべての肉なるものの中から、それぞれ二つずつを箱船に入れて、あなたと共にその命を保たせなさい。それらは雄と雌とでな
ければならない。 （創世記 6章 19 節）

箱船はあらゆる種類の動物を運ぶ必要はなく、神もそのようには命じませんでした。 箱船には、空気を吸う地上に住む獣、はうもの、鳥だけが乗せられました。 水生生物
（魚、クジラ、ハマグリなど）、昆虫、および多くの両生類は、箱船の外で十分な数が生き残っていた可能性があります。そのため、箱船に乗る必要があった動物の総数は
大幅に少なくなります。

動物に必要なスペースを大幅に減らすもう1つの要因として、ノアの時代には動物の「種」が今日のように驚異的な多様性を見せてはいませんでした。動物が地上に再び繁
殖するためには、「種」よりも上位の「種類」に相当する動物だけを、箱船に乗せる必要がありました。2 例えば、今日存在するすべての犬種が出現するには、ひとつが
いの犬しか必要なかったのです。

創造論者は、箱船に乗せる必要があった動物の最少数を、１万６０００匹～３万５０００匹と見積もっています。

ノアはどのように箱船を造船できたのか？

聖書は、ノアとその息子たちが自分で箱船を造ったとは書いていません。ノアが熟練した労働者を雇ったかも知れません。 だから、わずか数年でノアと息子たちが箱船を
造ることなどできないと考える理由はありません。

ノアの時代の人の体力と精神機能は、少なくとも私たちと同等でしたし、もしかしたらそれ以上だったかも知れません。 当時の人間は確かに植林や伐採するための効率的
な手段を持っていただけでなく、箱船に必要な巨大な梁と板を加工し、運搬し、造船するための効率的な手段を持っていたに違いありません。

１－２人の男性だけで今日１２週間で大きな家を建てることができます。もし３－４人の男性が数年間働けばどれだけ多くの仕事ができるでしょう？ アダムの子孫たちは、
複雑な楽器を作り、金属を鍛造し、都市を造りました。彼らの道具、機械、技術は、現在私達が使用しているものと同じくらい優れていたのです。3

太古の文明の「謎」を調べていると、ノアの大洪水前の人類の知識の量は今日の人類と同じかも知れないし、より多かったかも知れません。 古代の人々が私たちよりも原
始的であったという考えは、チャールス・ダーウィンの進化論に由来するものにすぎないのです。

実際には、神がアダムを創造した時、アダムは完全でした。6000年前に神の道徳を破ったことによって、今日の人間の知性は衰えてしまいました。しかしながら、コン
ピュータ（過去60年間に設計され生産された道具）は、私たちの精神的処理能力の自然な低下に対して多くを補っています。 コンピュータは、今までにも増して、情報
を集め保存することを可能にしました。

ノアは恐竜をどのように箱船に乗せたのでしょう？

ほとんどの恐竜はそんなに大きくはありません。あるものは鶏くらいの大きさでした。また、 ほとんどの進化論者は、恐竜は鳥から進化したと主張していますが、恐竜は
鳥とは全く関連がありません！ 科学者は、恐竜の平均的な大きさは実際には羊程度であると考えています。 もちろん、すべての恐竜は、幼い時はとても小さいのす。



おそらく成獣になっていない状態のティラノサウルス・レックスが、箱船に乗せていました。（創造博物館には、この恐竜の動く模型が多くの他の恐竜と共に展示されてい
ます。）

例えば、神は、２頭の成獣の竜脚類恐竜ではなく、ノアに２頭の若い竜脚類恐竜（例えば、アパトサウルス）を連れてきたでしょう。 象、キリン、またはそういった非常
に大きくなる他の動物も同じです。 しかし、たとえすべての動物の成獣が乗せたとしても箱船には十分な余裕がありました。

異なるタイプの恐竜の数については、これまでに発見された恐竜の「種」には数百の名前がありますが、おそらく実際には約５０の異なる「種類」があると言えるでしょう。

どのようにしてノアはたくさんの動物を集められたのでしょう？

すなわち、鳥はその種類にしたがい獣はその種類にしたがい、また地のすべての這うものも、その種類にしたがって、それぞれ二つずつ、あなたのと
ころに入れて、命を保たせなさい。（創世記６章 ２０ 節）

この聖句はノアが動物を探したり遠く離れた場所を旅したりする必要がなかったことを伝えています。 創世記１章に基づいて、ほとんどの創造論者は、大洪水の前に大陸
が１つしかなかったと信じています。 動物は単に「帰郷本能」（創造主によって動物に植え付けられた行動）によって呼び出され、箱船の傾斜台を登りました！

これは超自然的な出来事（人知では計り知れないもの）ですが、神に出来ないことではありません。今日でさえ、私たちは神の創造に見られる動物の素晴らしい習性、すな
わちカナダのガンや他の鳥の渡り、モナーク蝶の飛行、クジラと魚の年ごとの回遊、冬眠の本能、地震への感受性、そして 神の動物王国の数え切れないほどの魅力的な能
力は人間の知識を遥かに超えています。

大洪水はおよそ４５００年前でしたが、それ以前に、恐竜はもうすでに絶滅していたのではありませんか？

神の創造の記述（創世記１章と２章で述べられています）は、地上に住むすべての生き物が、神がアダムとイブを造ったのと同じ日、創造週の６日目に造られたと教えてい
ます。 それゆえ、恐竜（陸生動物）は人間と同じ時に生きていたことは明らかです。

また、あらゆる種類の陸生動物のうちの２匹 （雄と雌）（一部の動物のうちの７組）が箱船に乗りました。陸生動物種のどれも既に大洪水の前に絶滅したと信じる理由は
どこにもありません。 さらに、ヨブ記の「ベヒモス」（第４０章）の記述は、竜脚類恐竜以外の何ものでもありません。ですから「ベヒモス」の祖先は、箱船に乗ってい
たはずです。

ノアはすべての動物をどのように世話をしたのでしょう？

神が超自然的手段で動物を箱船に連れてきたのと同じように、神は確かにこの驚くべきイベントの為に動物に忍耐する能力を与えられました。 創造を信じる科学者たちは、
今日、多くの種に見られるように、神が動物に冬眠する能力を与えたことを示唆しています。 ほとんどの動物は生き残るために計画的な方法で自然災害に反応します。
箱船にいる多くの動物は、恐らく神によって超自然的に誘引されて冬眠した可能性があるのです。

箱船の造船中にその中を歩いたなら、水と食糧の貯蔵と供給のための船内の独創的なシステムに間違いなく驚くことでしょう。 著者ジョンウッドモラッペは、その著書
「ノアの箱船：実現可能性の研究」で説明していますが、現在の小規模な農家は非常に狭い場所で何千頭もの牛や他の家畜を飼うことができます。 箱船には、少数の
人々が給水から汚物の掃除まで、動物を飼育し、世話することを可能にするあらゆる種類の装置が備えられていたことを容易に想像できます。

ウッドモラッペは、１万６０００匹の動物を８人の人が世話するのに、特別な装置は必要ありませんでした。 しかし、特別な装置があれば、どのように動力が供給された
でしょうか？ あらゆる可能性があります。 重力はどうでしょう？ 風は？ そして箱船の動きは？ ノアにはあらゆる技術の知識があったのかも知れません。

大洪水はどのようにすべての生き物を滅ぼすことできたのか？

地の上に動くすべて肉なるものは、鳥も家畜も獣も、地に群がるすべての這うものも、すべての人もみな滅びた。 すなわち鼻に命の息のあるすべて
のもの、陸にいたすべてのものは死んだ。（創世記 ７章 ２１ー２２ 節)

ノアの大洪水は、40日間暴風雨が続くよりもはるかに破壊的でした。 聖書によれば、「大いなる淵の源」は、ことごとく裂けました。 すなわち、地震、火山噴火、に



よって地殻から出てくる溶岩流や間欠泉の熱湯が噴出したと言うことです。 しかもこれらの噴出は、大洪水の始まりから１５０日目まで止みませんでした。 – そのた
め、地球は文字通り約5ヶ月間水中で激変していたのです！

比較的近年、人間が記録した局地的洪水、火山の噴火、地震は、生命と土地にかなりの破滅をもたらしていますが、これらは神が最初に造った完璧な地球を破壊した世界規
模の大激変と比較すると、小さなものです。箱船に乗せていなかったすべての陸生動物（および人々）は、大洪水によって破壊されました。その数十億は今日私たちが見る
おびただしい化石記録（大洪水による）として保存されてきました。

大洪水の水はどこから来たのですか？

それはノアの六百歳の二月十七日であって、その日に大いなる淵の源は、ことごとく破れ、天の窓が開けて、 雨は四十日四十夜、地に降り注い
だ。(創世記７章 １１ー１２ 節)

聖書は、水は地下と地上の2つの源から来たと教えています。 明らかに、地下からの水の供給源は、火山や地震活動によって開いた淡水の巨大な地底湖でした。 地底湖
はおそらく、エデンの庭の川や、大洪水以前の地球の残りの部分に水を供給していたでしょう。

大洪水の水はどこに行ったのでしょう？

聖書を信じていない地質学者でさえ示唆しているいるように、大陸はかつて「陸続き」であり、今日のように広大な海で隔てられてはいなかったように思われます。 大洪
水には地形を変えるのに十二分な力がありました。 聖書は、神が海盆を形成し、陸地を水よりも高く持ち上げて大洪水の水が安全な場所に戻ったことを示しています。
（神学者によっては、第 104篇がこの出来事を指しているのではないかと考えています。）創造を支持する科学者にも、大陸が分かれたことが、大洪水が起こる原因と
なったメカニズムの一部だと考えてる人たちがいます。

ノアの大洪水が起きたという証拠は地球のどこにありますか？

すなわち、彼らはこのことを認めようとはしない。古い昔に天が存在し、地は神の言によって、水がもとになり、また、水によって成ったのであるが、
(第二ペトロ３章５節)

地上には、海底から山頂までノアの大洪水の証拠があります。 車、電車、または飛行機のどれで旅をしても、地形の物理的特徴は、峡谷やクレーターから炭鉱や洞窟まで、
過去の破壊の跡を明白に示しています。

地殻の約７５％は堆積岩です。 これらの砂や土などでできた地層は、主に水中で堆積し、かつては泥のように柔らかかったものが、現在では石のように硬くなっています。
これらの堆積層には、数十億の死骸（植物や動物の化石）がみるみるうちに埋もれています。
地球上のあらゆる痕跡が全ての人にさらされている！

ノアの大洪水は局地的だったと考えるのは、非論理的です。

現在ノアの箱船はどこにありますか？

箱船は七月十七日にアララテの山にとどまった。 （創世記 ８章４節）

箱船は現代のトルコのアララテ山の辺りの山々に漂着しました。（聖書は実際の山を特定していません）。多くの探検隊がそこで箱船を探しました。 箱船の場所や存在に
ついての決定的な証拠はありません。結局のところ、約４５００年前に山地に漂着し、単に劣化して壊れてしまった可能性もあります。



しかし、ある科学者や聖書学者は、箱船が実際に保存されている可能性があると思っています。おそらく、過去の裁きと来るべき裁きを思い出させるためであろうと。

なぜ神はご自分の創造した地球を破壊したのですか？

主は人の悪が地にはびこり、すべてその心に思いはかることが、いつも悪い事ばかりであるのを見られた。（創世記 ６章５節 ）

この聖句は明白に語っています。 ノアとその妻および息子とその妻を除いて、地上のすべての人は、神の道徳に違反し、暴力と堕落から立ち返ることを拒否しました。そ
の 結果は神の裁きでした。 それは破滅に至るほど厳しいもので、誰一人言い訳はできませんでした。

神はまた、大洪水を使って、神を信じなかった者と神を信じる者を分け、その信じる者の心をきよめました。 歴史と聖書を通して、この繰り返しの一連の出来事は何度も
起きました。分離ときよめ。 裁きと救いです。

神がいなければ、また世界の真の歴史が記された聖書の理解と真の知識がなければ、人は何度も何度も同じ過ちを繰り返すことになります。

キリストは箱船のようではありませんか？

人の子は、滅びる者を救うためにきたのである。（マタイによる福音書 １８章１１節）

神の御子、主イエス・キリストは箱船のようです – イエスは滅びる者を尋ね出して救うために来ました。 ノアと彼の家族が箱船に乗り、大洪水の水から神によって救
われたように、イエスを主であり救い主であると信じる者は、人類の最終的な裁きから救われます。 最後の日に地球を破壊する火から神によって救済されます。

ノアとその家族は、救われるために箱船の扉を通って中へ入らなければなりませんでした。 ですから、私たちも、救われるために、永遠に神から離れないように、「扉」
を通って行かなければなりません。 神の御子、イエスは、神に対して反抗する者達の罰を背負うために歴史に足を踏み入れました。 イエスは言われた、「わたしは門で
ある。わたしをとおってはいる者は救われ、また出入りし、牧草にありつくであろう。」（ヨハネによる福音書１０章９節）

良き知らせ

Answers in Genesis (AiG)の目的は、創造主である神に栄光と栄誉を帰し、世界と人類の真の起源と歴史に関する聖書の記録の真実を証言するこ
とを目指しています。

この真の歴史の一部には、最初の人であるアダムが神の命令に反抗したが故に、人類に死と苦しみ、そして神からの断絶をこの世界にもたらしたという悪い知らせがありま
す。
私たちの周りにもその結果を見ることができます。アダムのすべての子孫は、生まれた時から罪の性質をもっています。（詩篇51：5）私たち自身にこの神への反抗心
（罪、神の道徳的な規則を破ること）があります。したがって、聖なる神と共に生きることが出来ず、神から離れてしまっていると告げられてしまったのです。聖書には、
「すなわち、すべての人は罪を犯したため、神の栄光を受けられなくなっており」と書いてあります。（ローマ人への手紙 第 ３ 章２３節）

しかし良い知らせとは、私たちが罪に定められることがないように神が取り計らってくださった、と言うことです。「神はそのひとり子を賜わったほどに、この世を愛して
下さった。それは御子を信じる者がひとりも滅びないで、永遠の命を得るためである。 」（ヨハネによる福音書 ３章１６節）

創造主であるイエス・キリストは、全く罪がないのに、私たちの為に身代わりとして罰を受けてくださいました。私たちが罪の故に受けるはずの罰とは、魂の死、そして神
との断絶です。イエス・キリストは、父なる神のきよさと正義を全うするために私たちの身代わりに罰を受けてくださいました。 イエスは私たちの代わりに完璧な神への
いけにえとなって下さったのです。 イエス・キリストは十字架にかけられ、殺されましたが、三日目に死人の中から甦り、死を征服しました。ですから真の意味でイエス
を神の子または救い主として信じる人は、神の道徳と規則を破るという罪を悔い改める事によって、（彼ら自身の益の為にではなく）創造主のもとに立ち返って創造主と共
に永遠に生きることが出来るのです。

だから、「彼を信じる者は、さばかれない。信じない者は、すでにさばかれている。神のひとり子の名を信じることをしないからである。」（ヨハネによる福音書 ３章
１８節）

何と素晴らしい救い主、 そして、私たちの創造主であるキリストの何と素晴らしい救い！



連絡先については裏表紙をご覧ください。また、創世記の最初の節（６０００千年前の天地創造と地球全体を覆うノアの大洪水を含む）聖書の正確さと権威を受け入れる牧
師がいる聖書信仰教会に連絡してください。

この小冊子の多くの部分は、すでに廃版となっている、Ken HamとMark Dinsmoreによって共著されたパンフレットから抜粋されました。他のいくつか
のセクションはThe New Answers Book 1からのものです。

ノアの箱船と大洪水の魅力的なトピックは、ケンタッキー州北部（シンシナティ空港の近く）のAiG創造博物館の主要テーマです。詳細
はwww.creationmuseum.orgをご覧ください。

１. キュビトの一般的に認められている寸法は約４６センチですが、最大５３センチの大きさである場合があります。

２. これは一つの例です：ミニチュアプードルからセントバーナードまで、今日では２００品種以上の犬が存在します。これらの犬はいずれも最初の犬の種類の子孫です。
他のすべての動物の種類 – 猫、馬、牛 など-も同様に、自然に、「種類」内で繁殖し今日のすばらしい「種」へと分化しました。

神は、すべての動物の種類にも、人間にも、この種類内の変化を遺伝暗号に「プログラム」しました。神はまた、動物の基本的な「種類」が他の「種類」同士で交配して繁
殖するのを不可能にしました。 例えば、猫や犬は交配して新しい種類の動物を造る事はできません。 これは神の計画であり、ダーウインの進化論が不可能である一つの
事実です。

３. 証拠に関しては、Dr. Donald ChittickによるThe Puzzle of Ancient Man （古代人のパズル）を参照してください。

４. 恐竜が比較的最近まで生きていたという顕著な証拠については、The Great Dinosaur Mystery Solved（偉大な恐竜の謎が解決さ
れた）を読んでください。または、ティラノサウルス・レックスの骨に柔らかい組織や血管の発見に関する魅力的な記事を探してください。 ティラノサウルス・レックス
はおそらく最近まで生きていたことを示す素晴らしい証拠です！ www.answersingenesis.orgを参照してください。

５. 地球ができてから何十億年も経っていないという説得力のある証拠については、John Morris博士のThe Young Earth （ヤング・アース）
を読んでください。

エベレスト山の高さは８キロ以上です。 そうだとしたら、どのようにして、大洪水は「天の下の高い山々を皆」覆うことができたのでしょうか？ 聖書は「高い
丘(high hills)」のみを指しています。現在の山々は、プレートの衝突とそれに伴う隆起によって、大洪水の終焉に向かって形成されました。エベレスト山の
最上部を形成する層には、それ自体が化石を含む堆積層で形成されています。それこそが証拠です。

追加の読書：

The New Answers Book （新しい解説書） – ケン・ハム（Ken Ham） と他の著者。

質問シリーズの他の小冊子：

EtsとUFOは本当ですか？ – Dr. Jason Lisle
本当に神はいますか？ – Ken Ham （ケン・ハム）
６日間か何百万年間か？ – Ken Ham （ケン・ハム）
恐竜に本当に何が起こったのですか？ – Ken Ham（ケン・ハム）
カインはどこから妻を見つけたのですか？ – Ken Ham（ケン・ハム）
「人種」はどこから来たのですか？ – Ken Ham（ケン・ハム）
なぜ死と苦しみがあるのですか？ – Ken Ham（ケン・ハム）と Mark Looy （マーク・ルーイ）編集者
どのようにキリスト教徒は 「ゲイ」結婚に応答すべきですか？ – Ken Ham（ケン・ハム）

外国語の翻訳

上記の資料の中には、他の言語でも入手可能なものがあります。 詳細は最寄りのAiGの支部にお問い合わせください。

東京に住んでいる英語を勉強したい方は、「マギの英会話 英語教室-初心者の方ご安心を」にしてください。

https://www.maggie7.com/

